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研究成果の概要（和文）：妊娠・出産による尿失禁経験者を対象に、出産後3か月より4か月間のウォーキング運
動介入による尿失禁改善効果を調査票および骨盤外計測により明らかにすることを目的とした。妊娠初期から産
後1か月までに尿失禁を経験した女性の内、同意が得られた20名をウォーキング運動なし群10名とあり群10名
（内脱落者3名）に無作為に分け介入を行った。介入後の骨盤形態は、両群間に有意差は無く大転子間径は産後1
か月に、外結合線は遅れて産後6か月に妊娠初期にほぼ戻っていた。また、尿失禁症状(ICIQ-SF)にも統計学的有
意差はなかった。しかし、非介入群は10名中3名に症状悪化がみられ、介入群は全員に症状消失・改善がみられ
た。

研究成果の概要（英文）：The study enrolled subjects experiencing urinary incontinence due to 
pregnancy or childbirth and conducted a questionnaire and external pelvic measurements to 
investigate whether a 4-month program of walking exercise from 3 months after childbirth improved 
urinary incontinence. Twenty women who experienced urinary incontinence between the first trimester 
of pregnancy and 1 month postpartum and who gave consent were randomly allocated to no walking or 
walking groups (3 women dropped). No statistically significant difference in the pelvic measurements
 for urinary incontinence was observed between the walking and no walking groups.No statistically 
significant difference in the ICIQ-SF scores for urinary incontinence was observed between the 
walking and no walking groups. Urinary incontinence symptoms worsened in 3 of the 10 subjects in the
 non-exercise group, but improved or resolved in all subjects in the walking exercise group. 

研究分野：助産学・母性看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、妊娠・出産・産褥期にある20歳～30歳代の女性に対して自らの健康や骨盤への関心を高め、調
整方法としてウォーキング運動の有用性を紹介する機会となる。女性自らがエンパワメントされ生活の中に積極
的にウォーキング運動の取り組みが進み骨盤ケアが行われることは、妊娠・出産前後の女性の身体づくりとなり
早産予防や産後の尿失禁予防に繋がる。高齢化社会が進む中、女性の健康寿命を延ばすことは医療費の抑制や労
働力確保につながる重要な意味を持つものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１． 研究開始当初の背景 

女性の尿失禁は妊娠・分娩による骨盤や骨盤底筋の緩みが原因であることは先行研究（長島,

他 2007）（田尻,他 2010）でも明らかとなっている。この様な骨盤周囲の筋肉や靭帯の緩みは

骨盤形態にも影響を及ぼすと考える。しかし、妊娠・出産による骨盤形態の変化と尿失禁を関

連づけた研究は見当たらない。ウォーキング運動は仙骨を中心にした左右対称性の下肢の振り

子運動で仙腸関節の可動性を高め骨盤の歪みに対する自己修復力を高める（吉田 1999）。この

ことから、ウォーキング運動による骨盤底筋の強化や骨盤の歪み矯正などにより尿失禁の改善

が見込まれると考えた。 

 

２． 研究の目的 

 本研究の目的は、20～30 歳代の妊婦を対象に妊娠・出産による尿失禁経験者に対するウォー

キング運動介入による尿失禁改善効果を骨盤形態（大転子間径・外結合線・骨盤傾斜角）の変化

に焦点を当てて明らかにすることである。 

 

３． 研究の方法 

(1)研究デザイン：ランダム化比較研究 

(2)対象者：20 歳代・30 歳代の妊娠初期から産後 1 か月まで継続的に骨盤外計測および尿失禁調

査に参加していた女性 144 名中、1 度でも尿失禁を経験し、ウォーキング運動参加への同意を得

られた産褥経過に異常が無く、エジンバラ産後うつ病質問票 9 点未満の褥婦 20 名（初産婦・経

産婦を問わず）。 

(3)調査期間：2017 年 3 月 1 日～2018 年 9 月 31 日 

(4)調査時期：妊娠初期（12 週まで）、妊娠後期（36 週頃）、産後 1 か月、産後 6 か月の 4 回。 

(5)調査方法および内容 

①同意取得：20 歳代・30 歳代の妊娠 12 週までの妊婦に研究の目的・内容を説明し同意を得た。 

②スクリーニング期：妊娠初期、妊娠後期、産後 1 か月期とし、共通調査項目 a 骨盤外計測（大

転子間径・外結合線・骨盤傾斜角）、b 身体計測（身長・体重・BMI）、c 質問紙調査票（日常生活

活動〔仕事、運動など〕、d 尿失禁〔スコア化 ICIQ-SF 日本語版〕）、および調査時期に応じた追

加項目を実施した。 

③研究参加期（トレーニング期）：対象者全員にパンフレットを用い骨盤底筋体操の指導を行っ

た。運動への参加意思を再度確認し、同意が得られたものを運動ルールあり群（以下運動あり群）

と運動ルールなし群（以下運動なし群）に無作為に分けた。運動あり群は、産褥 3 か月より 4 か

月間規定のウォーキング運動を実施。運動なし群は、4 か月間自由に過ごしてもらった。両群に

は、産後 3 か月から 6 か月までの尿失禁状態をアンケートと月に 1 回の 60 分パッドテストで確

認した。また、産後 6 か月の骨盤外計測を実施した。 

(6)統計分析方法：分析には SPSS Statistics を用い、記述統計、x²検定、t 検定、ロジスティ

ック回帰分析、Mann-Whitney の U 検定を行った（有意水準 5%）。 

(7)研究の評価： 

主要評価項目：骨盤外計測測定値の産後 1 か月からの改善度（妊娠 12 週時に近づく） 

副次的評価項目：パットテストの変化量、尿失禁の回数 

(8)倫理的配慮：高知大学医学部倫理委員会の承認を受けて実施した（承認番号：28-89）。研究

の同意を得る際は、研究の目的と方法、研究参加の自由度、途中辞退による不利益が無いこと、

プライバシーの保護と匿名性の厳守、結果の公表について説明し、同意書で同意を得た。運動介

入による事故防止の注意点と実施中の不慮の事故等には研究保険で対応できることを説明した。 



４． 研究成果 

(1)スクリーニング期（初産婦 60 名・経産婦 113 名、計 173 名） 

①妊娠初期（12 週まで）：尿失禁経験者は 173 名中 36 名（21%）、その内初産婦 7 名（19.0%）、

経産婦 29 名（81.0%）と経産婦は初産婦に比べ尿失禁が多く（ｐ＜.05）、尿失禁のタイプは腹圧

性尿失禁が最も多かった。骨盤形態では、尿失禁がある人は外結合線が有意に広く（ｐ＜.01）、

尿失禁の影響要因は BMI であった。 

②妊娠後期（36 週頃）〔脱落者 27 名〕：尿失禁経験者は 146 名中 85 名（58.2%）、その内初産婦

26 名（30.6%）、経産婦 59 名（69.4%）と妊娠初期に比べて増えていた。尿失禁の有無と骨盤外

計測平均値には有意差は認めなかった。骨盤形態の特徴では、初産婦は経産婦に比べ妊娠初期か

ら後期の外結合線変化が有意に大きく（ｐ＜.01）、骨盤傾斜角は初・経産婦共に鈍角に変化して

いた。また、BMI の変化が大きいと尿失禁の割合が高くなる(オッズ比 1.41;95%信頼区間=1.01-

1.98，ｐ=0.04)ことが示された。しかし、その変化は妊娠中の推奨体重増加内(7-12kg)であり結

果は否定される。 

③産後 1 か月〔脱落者 2 名〕：尿失禁経験者は 144 名中 45 名（31.3%）、その内初産婦 15 名、経

産婦 30 名と経産婦は尿失禁が 2 倍多かった。尿失禁の有無と骨盤外計測平均値には有意差は認

めなかった。尿失禁の影響要因は児の体重（ｐ＜.05）と経腟分娩（ｐ＜.05）であった。 

 

(2)研究参加期 

①対象者背景：産後 1 か月までに尿失禁を経験し

た褥婦 45 名に再度研究説明を行い、同意が得られ

た 20 名を無作為抽出し運動あり群 10 名（内脱落

者 3 名）、運動なし群 10 名に分けた。分析対象者

17 名。年齢 26～37 歳（31.9±3.1）、身長 146～

168cm（157±6.2）、BMI 18.0～24.4(22.1±1.9)、

初産婦 4 名（23.5％）、経産婦 13 名（76.5％）、経

腟分娩 14 名（82.4％）帝王切開 3 名（17.6％）、

児の体重は運動なし群があり群に比べて重かった

（3213±278 vs 2803±261 ｐ＜.01）が、その以

外の変数には有意差はなかった（表 1）。 

②骨盤形態：帝王切開を除いた経腟分娩 14 名の産

後 6 か月の骨盤外計測値は、運動あ

り群の外結合線平均値（ｐ＜.05）お

よび大転子間径平均値（ｐ＜.05）が

有意に大きかった。これは運動あり

群の骨盤外計測値が妊娠初期より

大きく、そのことが影響したと考え

る。産後 1 か月と 6 か月の骨盤外計

測平均値の比較では、運動あり群・

なし群との間で有意差はなかった。

両群共に大転子間径は産後 1か月に

ほぼ妊娠初期の値に、外結合線平均

値は遅れて産後６か月に妊娠初期

の値に戻る傾向がみられた（図 1）。 

表１　対象の背景 N=17

運動あり群(n=7) 運動なし群 (n=10)

mean±SD mean±SD

年齢(歳) 33±3.2 31.2±3.0 0.26α

身長(cm) 156.9±7.7 157.1±5.4 0.97α

BMI(kg/m2) 21.8±1.0 20.3±2.2 0.11α

出生児体重(g) 2803.4±260.9 3213.0±278.2 **:P <.01

ICIQ-SF score

1 か月 2.6±2.4 3.1±3.8 0.75α

6 か月 2.4±2.4 3.7±2.5 0.30α

出産歴

初産婦 3(17.6%) 1(5.9%)

経産婦 4(23.5%) 9(52.9%)

出産方法

経腟分娩 6(35.3%) 8(47.1%)

帝王切開 1(5.9%) 2(11.8%)

尿失禁出現時期

妊娠期 6(35.3%) 8(47.1%)

出産後 1(5.9%) 2(11.8%)

あり 4(23.5%) 8(47.0%)

なし 3(17.7%) 2(11.8%)

※ICIQ-SF score(Internation Consultation on Incontinence Questionnaire-short Form)

0.25β

1.00β

1.00β

尿失禁（産後2か月-6か月）

P

0.59β

α=t-test , β=Fisher's exact test (*:P<.05,**:P<.01)(*:P<.05,**:P<.01)

図1　尿失禁経験者の妊娠12週・36週、産後1か月・6か月の骨盤外計測測定値の推移（運動介入群・非介入群）

12週 36週 産後1か月 産後6か月

A1 29 31 31 30.5

A2 32 31.5 32.5 32

A3 30.5 32 31.5 30

A4 31.5 32 32 31.5

A5 33 33.5 33 32.5

A6 29.5 31.5 31.5 30

A7 31 29.5 29.5 29.5
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12週 36週 産後1か月 産後6か月

B1 28 30 28 29.5

B2 32.5 33 32.5 32

B3 31 32 31.5 31

B4 29.5 29.5 30 30

B5 31 30.5 30.5 31

B6 28 26.5 28.5 27.5

B7 29.5 29.5 31 30

B8 29 30.5 30.5 29.5

B9 30.5 30.5 29.5 29.5

B10 30 29.5 29.5 29.5
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12週 36週 産後1か月 産後6か月

A1 18 21 20 19.5

A2 20.5 20.5 20.5 20

A3 20 21.5 21.5 19.5

A4 21 23.5 22 20.5

A5 21.5 23.5 22.5 20

A6 19.5 22 20 20.5

A7 20 22.5 21 18.5
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12週 36週 産後1か月 産後6か月

B1 18 20.5 20 19

B2 18.5 21 19.5 18.5

B3 20.5 22 22 20.5

B4 20 20 19.5 20

B5 19 20.5 18.5 19

B6 17 16.5 17 17

B7 19.5 22 21 19

B8 16.5 19.5 17 17

B9 21.5 22.5 21.5 19

B10 18 20 18.5 18.5
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③尿失禁：尿失禁の開始時期は、妊娠期から 14 名、

産褥期から 3 名であった。運動あり群 7 名となし群

10 名には、尿失禁症状を示す ICIQ-SF score に有

意差はなかった（図 2）。しかし、産後 3～6 か月の

運動介入期間の尿失禁回数を経時的に観察した結

果、運動あり群は確実に減少し 7 名中 6 名は消失し

ていた。一方運動なし群も独自に運動（骨盤底筋体

操、ヨガ、ウォーキング等）を行っていたが、産後

6 か月に尿失禁が消失したのは 10

名中 4 名で、3 名（全て経産婦）は

症状の悪化が見られた（表 2）。そ

の理由として、尿失禁の影響要因

である経産婦が多い（田尻,他 

2010）、出生体重が重い（長島,他 

2007）と先行研究と同様の傾向が

みられた。また、1 か月に 1 回実施

した 60分パットテストの産後 6か

月までの推移は、運動あり群の 2

名は 0g へ、運動なし群の 4 名中 2

名は 0g、他 2 名は 1g へと減少し

ていた。これらのことより、産後の

ウォーキング運動は骨盤形態への

回復効果は認められなかったが、

尿失禁改善には一定の効果がある

ことが示唆された。産後 6～8 週間の安静期間以降のウォーキング運動は尿失禁予防に寄与する

可能性があると考える。今回、データ数が少なく、両群に偏りがみられるため、今後は更にデー

タを増やしてウォーキング運動の効果を明らかにする必要がある。 
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尿失禁 ﾊﾟｯﾄﾞﾃｽﾄ/g 尿失禁 ﾊﾟｯﾄﾃｽﾄ/g 尿失禁 ﾊﾟｯﾄﾃｽﾄ/g 尿失禁 ﾊﾟｯﾄﾃｽﾄ/g

1 2 0 1 1 0 0 0 0 16352

2 1 0 2 0 0 0 0 0 7457

3 0 0 0 0 0 0 0 0 4778

4 0 0 0 0 0 0 0 0 6807

5 6 0 7 1 6 0 2 0 8823

6 0 0 0 0 0 0 0 0 9660

7 0 0 0 0 0 0 0 0 5933

1 3 7 1 4 0 0 0 0

2 1 0 1 0 0 0 0 0

3 5 3 4 1 4 1 8 1

4 5 1 1 0 1 1 1 1

5 3 6 11 2 3 1 6 0

6 1 0 2 0 2 0 1 0

7 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 0 0 0

9 5 0 2 0 5 0 7 0

10 0 0 0 0 0 0 3 0

表2　産後3か月から6か月までのウォーキング介入による尿失禁回数およびパッドテストの推移

平均歩数

/1週間

3か月 4か月 5か月 6か月

運動なし群

運動あり群
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